
グループＥ

階
層 備考

（具体的に）

（主要製品又は商品）

人

貴事業所の現在の従業者数（パート等
の臨時職員及び役員等を含む）を記入
してください。
(令和６年4月1日現在)

貴事業所の形態に対する番号に✓を付け
てください。

１．工場・作業所

２．開発研究のみ

３．事務所のみ

４．その他（　　　　　　）

記入年月日 令和　　年　　月　　日

従業者数 事業所の形態

電話番号   －    －

代表者氏名
記入者

(部課､氏名)

所 在 地

事 業 所 名

※この欄は記入しないでください。

調　査　票　番　号

区分 地域 業　　種

事
業
所
の
概
要

事
業
の
概
要

事
業
内
容ふりがな

神奈川県産業廃棄物総合実態調査票（その１）
対象事業者（と畜場業）



神奈川県産業廃棄物総合実態調査票（その２）
対象事業者（と畜場業）

○下記記入例を参考に、令和６年度に貴事業所で発生した動物系固形不要物について、発生及び処理・処分状況を記入してください。

【記入例】

都道府県 市町村

1
頭部・脊髄などの
特定部位

150 ㈱○×産業 神奈川県 □□市 焼却

2 内臓 90 ㈱□▼化成工場 群馬県 再生利用

3 骨・羽毛等 20 焼却 1 ▲○㈱ ××処分場 愛知県 埋立

【記入欄１】

都道府県 市町村

1

2

3

4

5

○令和６年度に貴事業所で解体した家畜の頭羽数を記入してください。

【記入欄２】

1 鶏

2 牛

3 豚

4
その他
（具体的に　　　　　　　　　　）

不要物の種類
（具体的にご記入ください）

処分方法

処理・処分先又は再生利用先
の所在地

処分方法
処理・処分先又は再生利用先

の名称
自己中間処理後量
（トン換算）

自己処理方法年間発生量
（トン換算）

不要物の種類
（具体的にご記入ください）

処理・処分先又は再生利用先
の所在地

処理・処分先又は再生利用先
の名称

自己中間処理後量
（トン換算）

自己処理方法
年間発生量
（トン換算）

委託した事業者の名称・所在地・処分方法についてご記入ください。自社で焼却などの中間処理をした場合のみご記入ください。


